総合研究所・都市減災研究センター（UDM）業績報告書（平成２５年度）

テーマ3　小課題番号3.1　阿部道彦（建築学科）
著書
1. 阿部道彦：型枠の設計・施工指針、コンクリート技士研修テキスト（分担）,pp.85-91, 日本コンクリート工学会, 2013.6
2．嵩英雄、阿部道彦　他：シリーズ建築施工　図解コンクリート工事（分担）、東洋書店, 2013.4

査読付き論文

　なし
学術雑誌、商業誌、研究機関への研究報告、展望、解説、論説など
1. 阿部道彦：啄木はポプラを見たか，さろん, コンクリート工学, Vol.52, No.3, p.285, 2014.3
2. 阿部道彦：コンクリート技術者に対する期待, 巻頭言, コンクリート工学, Vol.52, No.2, p.147, 2014.2
3. 阿部道彦、真野孝次、鹿毛忠継：高炉スラグ細骨材・最近の動き 制定以来初の改定を迎えて，セメント・コンクリート, No.801, pp.36-44, 2013.11
4. 阿部道彦、真野孝次、鹿毛忠継：日本建築学会 高炉スラグ細骨材を使用するコンクリートの調合設計・施工指針改定について，コンクリート工学, Vol.51, No.7, pp.551-557, 2013.7 
口頭発表
1. 豊島進之輔、多田薫矢、古川雄太、金子樹、阿部道彦：高流動化コンクリートの製造に関する研究, 日本建築学会関東支部研究報告集Ⅰ, 1007, pp.25-28. 2014.2
2. 坂口拓也、篠山彰、花野克哉、阿部道彦：住宅基礎コンクリートの性質に及ぼす再振動の影響, 日本建築学会関東支部研究報告集Ⅰ, 1010, pp.37-40. 2014.2
3. 仲摩諭、阿部道彦：コンクリートのブリーディングに及ぼす各種要因の影響に関する実験, 日本建築学会関東支部研究報告集Ⅰ, 1011, pp.41-44. 2014.2
4. 齊藤辰弥、阿部道彦：長期間暴露したコンクリートの性質に関する実験（その1.　中性化）, 日本建築学会関東支部研究報告集Ⅰ, 1013, pp.49-52 2014.2
5. 尾作勇介、石橋涼、齊藤辰弥、阿部道彦：長期間暴露したコンクリートの性質に関する実験（その２.　圧縮強度とその推定）, 日本建築学会関東支部研究報告集Ⅰ, 1014, pp.53-56, 2014.2
6. 三浦大毅、阿部道彦：経年コンクリート建物の劣化度調査, 日本建築学会関東支部研究報告集Ⅰ, 1016, pp.61-64, 2014.2
7. 梶原佑介、阿部道彦：コア採取したコンクリートの力学特性に及ぼす含水率の影響, 日本建築学会関東支部研究報告集Ⅰ, 1025, pp.97-100, 2014.2
8. 彦根俊海、阿部道彦：高炉スラグ細骨材と天然砂とのモルタルによる性状比較に関する実験, 日本建築学会関東支部研究報告集Ⅰ, 1036, pp.141-144, 2014.2
9. 秋泰信、金子樹、阿部道彦：モルタル内への塩化物イオンの浸透性状に関する実験的研究, 日本建築学会関東支部研究報告集Ⅰ, 1041, pp.161-164, 2014.2
10. 阿部道彦：コンクリートにおける副産材料の有効利用に関する課題と展望　主旨説明、日本建築学会大会材料施工委員会研究協議会資料、pp.1-3, 2014.8
11. 古川雄太、佐藤良介、中田寛二、阿部道彦：低粘性型増粘剤系高流動コンクリートの諸性状に関する研究, 日本建築学会大会学術講演梗概集A-1,pp.137-138, 2013.8
12. 仲摩諭、阿部道彦：コンクリートのブリーディングに及ぼす各種要因の影響に関する実験）, 日本建築学会大会学術講演梗概集A-1,pp.263-264, 2013.8
13. 篠山彰、花野克哉、阿部道彦：住宅基礎コンクリートの性状に及ぼす締固め方法の影響（その１　立上り）, 日本建築学会大会学術講演梗概集A-1,pp.375-376, 2013.8
14. 花野克哉、篠山彰、阿部道彦：住宅基礎コンクリートの性状に及ぼす締固め方法の影響（その2  べた基礎底盤）, 日本建築学会大会学術講演梗概集A-1,pp.377-378, 2013.8
15. 阿部道彦、花野克哉、篠山彰：住宅基礎コンクリートの性状に及ぼす締固め方法の影響（その3  再振動に関する既往の研究との比較）, 日本建築学会大会学術講演梗概集A-1,pp.379-380, 2013.8
16. 中村則清、齊藤辰弥、阿部道彦：促進中性化試験におけるコンクリートの質量変化と中性化深さの関係（その１　乾燥を考慮した基礎的検討）, 日本建築学会大会学術講演梗概集A-1, pp.407-408, 2013.8
17. 若林和義、中村則清、阿部道彦：促進中性化試験におけるコンクリートの質量変化と中性化深さの関係（その２　実際の促進試験における検討）, 日本建築学会大会学術講演梗概集A-1, pp.409-410, 2013.8

18. 彦根俊海、金子樹、阿部道彦：コンクリート内への塩化物イオンの浸透・拡散に関する乾燥・湿潤条件の影響(その１)実験概要および質量変化, 日本建築学会大会学術講演梗概集A-1,pp.417-418, 2013.8
19. 金子樹、彦根俊海、阿部道彦：コンクリート内への塩化物イオンの浸透・拡散に関する乾燥・湿潤条件の影響(その２)塩化物イオン量, 日本建築学会大会学術講演梗概集A-1,pp.419-420, 2013.8
各種メディア（新聞・テレビ・ラジオなど）・展示会で公表

なし
招待講演
1. Michihiko Abe：History of Recycled Aggregate Concrete in Japan（再生骨材コンクリートの変遷），Current Issues & Challenges on Resources Cycles in Construction Fields, 14 International Symposium in Seoul, 韓国建設循環資源学会, 2014.1.14
学士  ８名， 修士　1名，研究生　１名
その他（報告会・シンポジウムの主催・共催など）
1. 久田嘉章、近藤龍哉、小野里憲一、山下哲郎、河合直人、西川豊宏、小林光男、後藤芳樹、阿部道彦、田村雅紀、水野修、荒井純一、筧淳夫、吉田倬郎、村上正浩：都市減災研究センター（UDM）2013年度研究中間成果報告会, 研究テーマ３ 震災廃棄物の再資源化と高機能化, 工学院大学, 2013年6月15日

2. 河合直人、鈴木賢人、阿部道彦、後藤治、田村雅紀、他：都市減災研究センター（UDM）2013年度テーマ別報告会テーマ1, 小課題1.4 都市型木造建物、伝統建築物の耐震診断・補強法の開発と推進, 連携テーマ3.1 震災廃棄物の再資源化と高機能化, 工学院大学, 2013年7月25日
3. 阿部道彦：JIS A 5308（レディーミクストコンクリート）規格改正の要点，JIS A 5308 レディーミクストコンクリート 改正説明会, 仙台市広瀬文化センター, 2014.2.4

